
間
違
え
る
生
徒
の
多
く
は
、
問
題
の
意
図

を
正
確
に
読
み
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。
何
が

問
わ
れ
て
い
る
の
か
を
論
理
的
に
解
釈
せ

ず
、
感
覚
的
に
捉
え
て
い
る
た
め
、
同
じ

間
違
い
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
の
で
す
」

　

一
方
、
図
や
グ
ラ
フ
な
ど
の
形
で
提
示

さ
れ
た
複
数
の
資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を

読
み
取
っ
て
答
え
る
問
題
に
対
し
て
は
、

生
徒
は
そ
れ
ほ
ど
抵
抗
感
を
持
っ
て
い
な

い
と
、
根
来
先
生
は
語
る
。

　
「
国
語
の
授
業
で
も
、
図
や
グ
ラ
フ
な

ど
か
ら
必
要
な
情
報
を
読
み
取
っ
て
記
述

す
る
問
題
に
は
、
長
文
読
解
に
比
べ
て
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
そ
れ

ら
は
親
和
性
の
高
い
素
材
で
あ
り
、
視
覚

的
に
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
る
の
で
、

　

大
阪
府
・
私
立
明め

い
せ
い星

中
学
校
・
高
校
は
、

大
阪
市
中
心
部
に
位
置
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク

の
男
子
校
だ
。
授
業
重
視
の
教
科
指
導
、

英
語
４
技
能
の
育
成
な
ど
に
よ
り
、
例
年

１
５
０
人
前
後
が
国
公
立
大
学
に
合
格
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
生
徒
の
希
望
進
路

の
実
現
に
向
け
て
、「
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
」
で
求
め
ら
れ
る
思
考
力
や
読
解
力

な
ど
の
育
成
の
強
化
は
、
大
き
な
課
題
と

捉
え
て
い
る
。
国
語
科
主
任
の
根ね

来ご
ろ

正
彦

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
ま
ず
、
長
い
文
章
を
粘
り
強
く
読
み

通
す
力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。ま
た
、国
語
に
限
ら
ず
、文
章
題
で

取
り
組
み
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

た
だ
、
そ
う
し
た
課
題
で
も
、
問
題
の

難
易
度
が
上
が
る
と
対
応
で
き
な
い
生

徒
が
出
て
く
る
と
、
進
路
指
導
部
部
長
の

上う
え
は
た畑
卓
治
先
生
は
指
摘
す
る
。

　
「
問
題
の
意
図
を
理
解
し
、そ
れ
に
沿
っ

て
図
や
グ
ラ
フ
か
ら
必
要
な
情
報
を
読
み

取
っ
て
答
え
を
導
く
た
め
に
は
、
思
考
力

や
判
断
力
を
含
め
た
総
合
的
な
読
解
力
が

必
要
で
す
。
す
な
わ
ち
、
複
数
の
視
点
か

大
阪
府
・
私
立
明
星
中
学
校
・
高
校

木
村
幸
広
　

き
む
ら
・
ゆ
き
ひ
ろ

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

19
年
目
。
教
務
部
。
国
語
科
。

大
阪
府
・
私
立
明
星
中
学
校
・
高
校

根
来
正
彦
　
ね
ご
ろ
・
ま
さ
ひ
こ

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

32
年
目
。
国
語
科
主
任
。

大
阪
府
・
私
立
明
星
中
学
校
・
高
校

上
畑
卓
治
　

う
え
は
た
・
た
く
じ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

29
年
目
。
教
頭
補
佐
。
進
路
指
導

部
部
長
。
国
語
科
。

大
阪
府
・
私
立
明
星
中
学
校
・
高
校

◎
カ
ト
リ
ッ
ク
男
子
修
道
会「
マ
リ
ア
会
」に
よ
り
、

創
設
。「
地
の
塩
、
世
の
光
」「
よ
き
明
星
紳
士
た

れ
！
」
を
学
園
の
標
語
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
精

神
に
の
っ
と
っ
た
全
人
教
育
を
展
開
。

◎
設
立　

１
８
９
８
（
明
治
31
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
男
子

◎
生
徒
数　

１
学
年
中
学
校
約
２
６
０
人
、
高
校

約
４
０
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
大
、

名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
な
ど
に

１
６
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、

早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
９
６
２
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.m

eisei.ed.jp/

大
阪
府
・
私
立
明め

い
せ
い星
中
学
校
・
高
校

エ
ッ
セ
ー
作
成
を
通
し
て
、多
様
な
情
報
を
整
理
し
、

自
分
の
言
葉
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
力
を
養
う

長
文
を
粘
り
強
く
読
み
通
す
力
や
、
問
題
の
意
図
を
正
確
に
読
み
取
る
力
に
課
題
を
感
じ
て
い
た
明
星
中
学
校
・
高
校
。

教
科
の
授
業
で
多
様
な
知
識
を
学
び
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
は
そ
れ
ら
の
知
識
を
整
理
・
統
合
し
て
、

生
徒
自
身
が
テ
ー
マ
を
決
め
て
エ
ッ
セ
ー
を
書
く
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
教
科
横
断
で
総
合
的
な
読
解
力
を
育
も
う
と
し
て
い
る
同
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

事例
感
覚
的
に
捉
え
ず
に
、

論
理
的
に
読
み
取
る
力
が
必
要
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期
は
国
語
科
と
理
科
、
後
期
は
国
語
科

と
社
会
科
が
連
携
し
、
各
教
科
の
授
業
で

学
習
す
る
内
容
と
、
総
合
学
習
に
お
け
る

エ
ッ
セ
ー
作
成
を
連
動
さ
せ
た
。
そ
れ
ら

の
指
導
は
、
高
校
で
行
う
探
究
学
習
の
事

前
学
習
と
し
て
も
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
「
多
様
な
情
報
を
整
理
・
統
合
し
、
考

察
す
る
読
解
力
は
、
探
究
学
習
に
お
け
る

課
題
設
定
を
行
う
際
に
も
必
要
な
資
質
・

能
力
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
試
行
調
査

で
も
多
様
な
資
料
を
読
み
解
き
、
答
え
を

導
き
出
す
問
題
が
中
心
と
な
っ
て
い
た

『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
に
対
応
す
る

た
め
に
も
必
要
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」（
根
来
先
生
）

　

今
回
は
、
後
期
に
行
わ
れ
た
「
人
口
問

題
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ッ
セ
ー
作
成
の

指
導
の
流
れ
を
見
て
い
く
。

　

ま
ず
、
社
会
科
の
授
業
に
お
い
て
、
環

境
・
雇
用
・
食
糧
な
ど
の
分
野
を
取
り
上

げ
、
そ
れ
ら
の
視
点
か
ら
捉
え
た
人
口
問

題
に
関
す
る
様
々
な
知
識
を
学
ば
せ
た
。

そ
れ
と
並
行
し
て
総
合
学
習
で
は
、
国
語

科
が
、段
落
構
成
や
起
承
転
結
な
ど
、エ
ッ

セ
ー
の
書
き
方
を
指
導
し
、
短
い
エ
ッ

セ
ー
の
作
成
に
何
度
も
取
り
組
ま
せ
た
。

そ
の
際
、
人
口
問
題
に
関
す
る
動
画
を
視

聴
さ
せ
、
そ
の
内
容
の
要
約
と
疑
問
点
、

感
想
を
書
か
せ
た
。
そ
の
ね
ら
い
は
、
文

章
や
グ
ラ
フ
な
ど
だ
け
で
な
く
、
動
画
や

音
声
と
い
っ
た
素
材
か
ら
も
情
報
を
的
確

に
つ
か
み
取
り
、
整
理
す
る
力
を
育
成
す

る
こ
と
に
あ
る
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
言
語
だ

け
の
情
報
の
や
り
取
り
に
は
限
界
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
言
語
以
外

の
表
現
に
込
め
ら
れ
た
意
図
を
理
解
す
る

力
も
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た

力
は
、
文
章
の
内
容
を
読
み
解
く
従
来
型

の
読
解
の
指
導
だ
け
で
身
に
つ
け
る
の
は

難
し
く
、様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
て
、

多
面
的
に
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
」（
上
畑
先
生
）

　

指
導
で
は
、
国
語
科
と
社
会
科
で
進
捗

状
況
や
指
導
内
容
を
共
有
し
、
エ
ッ
セ
ー

の
テ
ー
マ
を
何
に
す
る
か
、
ど
ん
な
キ
ー

ワ
ー
ド
を
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
せ
る
の
か
と

い
っ
た
目
線
合
わ
せ
を
随
時
行
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
指
導
を
通
し
て
、
人
口
問

題
や
エ
ッ
セ
ー
の
書
き
方
に
関
す
る
様
々

な
知
識
・
技
能
を
習
得
さ
せ
た
上
で
、
学

期
末
に
人
口
問
題
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
１

つ
決
め
て
、
そ
の
背
景
と
対
応
策
に
つ
い

て
１
２
０
０
～
１
６
０
０
字
の
エ
ッ
セ
ー

を
書
か
せ
た
。
そ
の
際
、
い
き
な
り
エ
ッ

セ
ー
を
書
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
段
階
を

踏
ん
で
完
成
に
近
づ
く
よ
う
に
し
た
。

①
人
口
問
題
に
関
す
る
テ
ー
マ
（
論
題
）

を
思
い
つ
く
ま
ま
に
箇
条
書
き
す
る
。

②
書
き
出
し
た
テ
ー
マ
の
背
景
や
問
題
の

原
因
に
つ
い
て
書
く
。

③
②
で
挙
げ
た
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
自
分

が
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
を
１
つ
決
め
、

そ
の
問
題
の
解
決
策
を
書
く
。

④
③
の
解
決
策
の
根
拠
と
効
果
を
書
く
。

⑤
序
論
、
本
論
、
結
論
の
段
落
構
成
で
内

容
を
考
え
、
下
書
き
を
す
る
。

⑥
エ
ッ
セ
ー
を
書
く
。

　

そ
れ
ら
の
段
階
を
踏
む
こ
と
で
、
社
会

科
や
総
合
学
習
の
授
業
で
学
ん
だ
多
様
な

情
報
を
的
確
に
整
理
・
統
合
し
、
そ
れ
に

つ
い
て
考
察
し
な
が
ら
、
読
解
力
を
高
め

て
い
く
。

　

エ
ッ
セ
ー
の
評
価
は
、
生
徒
同
士
の
相

互
評
価
で
行
っ
て
い
る
。
評
価
項
目
は
、

句
読
点
の
位
置
や
言
葉
の
係
り
受
け
の
正

確
さ
、
論
旨
の
明
確
さ
、
段
落
構
成
な
ど

の
５
つ
（
図
１
）
で
、
執
筆
者
以
外
の
５

人
の
生
徒
が
４
段
階
で
評
価
す
る
。ま
た
、

ら
提
示
さ
れ
た
資
料
の
内
容
を
き
ち
ん
と

読
み
取
り
、
必
要
な
情
報
を
抜
き
出
し
た

り
、
共
通
点
を
見
つ
け
た
り
し
て
、
そ
れ

ら
を
問
題
の
意
図
に
沿
っ
て
統
合
・
考
察

す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ

は
、『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
で
求
め

ら
れ
る
力
で
あ
る
と
同
時
に
、
職
業
を
問

わ
ず
、
仕
事
を
す
る
上
で
も
今
後
ま
す
ま

す
求
め
ら
れ
る
力
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
指
導
は
、

国
語
科
だ
け
で
は
な
く
、
教
科
横
断
で
取

り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　

総
合
的
な
読
解
力
を
高
め
る
た
め
に
、

同
校
が
重
視
し
て
い
る
の
が
エ
ッ
セ
ー
作

成
の
指
導
だ
。上
畑
先
生
は
、読
解
力
と
記

述
力
は
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
と
語
る
。

　
「
読
み
取
っ
た
内
容
を
、
本
当
に
理
解

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
本
人
が
認
識
し

た
り
、
第
三
者
が
評
価
し
た
り
す
る
た
め

に
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、
つ
ま
り
、
書
く
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
」

　

そ
こ
で
、
２
０
１
８
年
度
の
中
学
３
年

次
か
ら
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
以

下
、
総
合
学
習
）
に
お
い
て
教
科
横
断
で

の
エ
ッ
セ
ー
作
成
の
指
導
を
始
め
た
。
前

動
画
や
音
声
の
教
材
も
用
い
て
、

読
解
力
を
多
面
的
に
育
成

ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら

多
様
な
情
報
を
整
理
し
解
釈
す
る

相
互
評
価
の
方
法
を
工
夫
し
、

信
頼
性
の
高
い
評
価
手
法
を
模
索
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て
い
る
が
、
自
分
が
書
い
た
エ
ッ
セ
ー
へ

の
評
価
が
的
確
か
ど
う
か
を
考
え
さ
せ
、

評
価
者
を
評
価
す
る
の
で
あ
る
。　

　
「
評
価
す
る
側
に
も
自
分
の
評
価
に
責

任
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
こ
の
項
目
を
設

け
ま
し
た
。
ま
た
、
他
者
を
評
価
す
る
こ

と
で
、
自
身
の
エ
ッ
セ
ー
を
客
観
的
に
読

む
メ
タ
認
知
能
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
上
畑
先
生
）

　

現
在
、
相
互
評
価
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
分
析
し
、
教
師
１
人
が
評
価
し
た
場

合
と
、
複
数
の
生
徒
で
評
価
す
る
場
合
と

で
、
整
合
性
は
あ
る
の
か
、
ど
ち
ら
か
に

一
貫
性
が
あ
る
の
か
を
調
べ
て
い
る
。
東

京
工
業
大
学
の
大
学
院
生
と
共
同
で
デ
ー

タ
の
解
析
を
進
め
て
お
り
、
相
互
評
価
に

一
貫
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
エ
ッ
セ
ー
の

評
価
は
生
徒
の
相
互
評
価
を
中
心
に
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
「
小
論
文
や
探
究
学
習
な
ど
、
正
解
が

１
つ
で
は
な
い
問
い
に
取
り
組
む
学
び
を

ど
の
よ
う
に
評
価
す
れ
ば
よ
い
の
か
は
、

学
校
現
場
の
大
き
な
課
題
で
す
。
エ
ッ

セ
ー
を
書
か
せ
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
そ

れ
を
適
切
に
評
価
し
、
生
徒
の
資
質
・
能

力
を
着
実
に
伸
ば
す
た
め
に
は
、
客
観
的

で
効
果
的
な
評
価
手
法
の
確
立
が
必
要
で

す
。
相
互
評
価
の
信
頼
性
の
高
さ
が
デ
ー

タ
で
実
証
で
き
れ
ば
、
相
互
評
価
に
対
す

る
生
徒
の
納
得
感
が
高
ま
り
、
取
り
組
み

に
対
す
る
意
欲
も
向
上
す
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
」（
上
畑
先
生
）

　

教
科
指
導
に
お
い
て
も
、
総
合
的
な
読

解
力
の
育
成
を
重
視
し
て
い
る
。
国
語
科

の
木
村
幸
広
先
生
は
、
出
題
の
意
図
を
読

み
取
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
、
教

科
書
を
題
材
に
し
て
、
生
徒
自
身
に
作
問

を
行
わ
せ
て
い
る
。
高
校
１
年
次
の
『
羅

生
門
』
を
例
に
流
れ
を
見
て
い
く
。

　

以
前
の
授
業
で
は
、
場
面
や
段
落
ご
と

に
、
書
か
れ
た
内
容
に
つ
い
て
共
通
理
解

を
図
っ
た
上
で
、登
場
人
物
の
心
情
な
ど
、

さ
ら
に
深
い
読
解
に
進
む
流
れ
に
し
て
い

た
。
現
在
は
、心
情
の
読
解
に
進
む
前
に
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
作
問
を
行
う
。

　

ま
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
だ
け
多

く
の
問
題
を
作
り
、
そ
れ
を
３
～
４
人
の

グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
持
ち
寄
る
。
問
題
内

容
は
、「
は
い
・
い
い
え
」
で
答
え
ら
れ

る
よ
う
な
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

で
も
、
解
答
に
幅
を
持
た
せ
る
こ
と
の
で

き
る
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
ど

ち
ら
で
も
構
わ
な
い
。
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
っ
て
３
問
ほ
ど
に
絞
り
、
各
問
題
の
意

評
価
に
エ
ッ
セ
ー
以
外
の
情
報
が
入
ら
な

い
よ
う
、
執
筆
者
の
名
前
は
伏
せ
、
無
作

為
の
５
人
に
配
布
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

同
校
が
行
う
相
互
評
価
の
特
徴
は
、
採

点
結
果
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
い
、

そ
の
中
で
「
あ
な
た
は
こ
の
採
点
結
果
を

信
用
し
ま
す
か
」
と
い
う
項
目
を
用
意
し

た
こ
と
だ
。
評
価
者
の
名
前
は
伏
せ
ら
れ

生徒同士の相互評価は、5項目で行う。それらはエッセーを書く際に注意すべき観点でもある。また、今後の相互評価の方法に生
かそうと、相互評価をどう思うかについて聞くアンケートも行った。　　　　　　　　　　　　　　　　＊学校資料をそのまま掲載。

「評価シート」と「ピア・アセスメントと採点結果に関するアンケート」図１

出
題
者
の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
１
つ
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問
し
、
解
答
し
合
う
活
動
を
通
し
て
、
社

会
で
必
要
と
な
る
対
人
関
係
能
力
を
高
め

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

一
連
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
多
様
な

情
報
を
整
理
・
統
合
し
、
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
表
現
す
る
力
、
情
報
の
発
信
者

の
意
図
を
読
み
解
く
力
は
徐
々
に
向
上
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
動
画
や
音
声
を
視
聴

し
な
が
ら
素
早
く
要
点
を
書
き
、
疑
問
点

を
出
し
た
り
、
考
え
を
ま
と
め
た
り
で
き

る
生
徒
が
増
え
た
と
言
う
。
ま
た
、
小
論

文
の
構
成
や
様
式
を
整
え
た
上
で
、
自
分

の
言
葉
で
書
く
生
徒
が
増
え
て
き
た
。

　
「
生
徒
た
ち
は
総
じ
て
、
解
答
に
必
要

な
要
素
を
問
題
文
の
中
か
ら
見
つ
け
出

し
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

解
答
を
作
り
出
す
力
が
高
い
の
で
す
が
、

最
難
関
の
国
公
立
大
学
の
入
試
で
結
果
を

出
す
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
力
に
加
え

て
、
自
ら
の
考
え
や
解
釈
を
自
分
の
言
葉

で
論
理
的
に
表
現
す
る
力
が
必
要
に
な
り

ま
す
。エ
ッ
セ
ー
を
書
く
活
動
を
通
し
て
、

自
分
の
言
葉
で
論
理
的
に
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
心

強
く
感
じ
て
い
ま
す
」（
上
畑
先
生
）

　

中
学
校
の
全
学
年
で
９
月
に
実
施
し
て

い
る
「
中
学
総
合
学
力
調
査
」（
＊
）
で

も
、
成
果
が
表
れ
て
い
る
。
18
年
度
の
中

学
３
年
生
は
、
17
年
度
の
中
学
２
年
生
の

時
と
比
べ
て
、
教
科
融
合
に
お
い
て
レ
ベ

ル
３
・
４
の
生
徒
割
合
が
６
ポ
イ
ン
ト

増
え
た
。
思
考
力
の
伸
び
が
デ
ー
タ
で
も

裏
づ
け
ら
れ
た
形
だ
。

　

今
後
の
課
題
は
、
生
徒
の
読
解
力
や
思

考
力
を
教
科
横
断
で
伸
ば
す
体
制
を
、
よ

り
強
化
し
て
い
く
こ
と
だ
。

　
「『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
に
対
応
で

き
る
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
は
、
教

科
縦
割
り
の
指
導
で
は
限
界
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
読
解
力
の
育
成
を
国
語
科
だ
け

の
課
題
に
と
ど
め
る
の
で
は
な
く
、
地
理

歴
史
・
公
民
科
や
数
学
科
、
理
科
、
英
語

科
な
ど
、
全
教
科
・
科
目
で
連
携
し
た
指

導
が
で
き
る
か
が
、
今
後
の
飛
躍
の
大
き

な
鍵
に
な
る
は
ず
で
す
」（
上
畑
先
生
）

　

こ
こ
数
年
、
教
科
縦
割
り
の
指
導
に
対

す
る
危
機
感
が
教
師
間
で
共
有
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
同
校
で
は
、

進
路
指
導
部
・
教
務
部
・
各
教
科
主
任
か

ら
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
今
後
、
同
委
員

会
を
中
心
に
、
教
科
横
断
の
指
導
体
制
を

強
化
し
、
さ
ら
な
る
相
乗
効
果
を
高
め
て

い
く
考
え
だ
。

図
と
答
え
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き
込
む

（
図
２
）。そ
し
て
、作
っ
た
問
題
は
グ
ル
ー

プ
間
で
出
し
合
い
、各
グ
ル
ー
プ
が
解
答
・

解
説
を
行
っ
て
か
ら
、
従
来
の
心
情
の
読

解
へ
と
進
む
。

　
「
グ
ル
ー
プ
間
で
問
題
を
出
し
合
い
、

解
答
・
解
説
を
行
う
段
階
で
、
教
師
が
伝

え
た
い
内
容
の
大
半
が
出
て
く
る
た
め
、

進
度
を
速
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
以

降
の
授
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
生
徒
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
て
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

と
い
う
点
で
も
、
有
効
な
方
法
だ
と
思
い

ま
す
」（
木
村
先
生
）

　

評
論
の
場
合
は
、
教
科
書
の
本
文
を
読

ん
で
１
０
０
～
２
０
０
字
の
要
約
を
作
成

さ
せ
た
後
、『
羅
生
門
』
と
同
じ
手
順
で

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
作
問
を
行
う
。

　

大
学
入
試
で
求
め
ら
れ
る
出
題
者
の
意

図
を
読
み
解
く
力
は
、
日
常
生
活
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
も
通
じ
る

と
、
木
村
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　
「
相
手
が
話
し
た
内
容
や
そ
の
意
図
を

理
解
す
る
こ
と
、
相
手
に
分
か
る
よ
う
に

伝
え
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
基
本
で
す
が
、
生
徒
同
士
の
問
題
は
、

大
半
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く

取
れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
し
ま
す
。
入

試
問
題
を
解
く
こ
と
は
、
出
題
者
の
意
図

を
読
み
取
り
、
そ
れ
に
的
確
に
答
え
る
と

い
う
、
出
題
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
も
あ
り
ま
す
。
仲
間
と
協
力
し
て
作＊学校資料をそのまま掲載。

＊　ベネッセのアセスメントの１つで、「教科の思考力・判断力・表現力」を測定し、段階別評価を行うテスト。国語・数学・英語に加え、合教科型のテストも含まれる。

『羅生門』の作問ワークのプリント図２

教
科
・
科
目
を
超
え
た
チ
ー
ム

づ
く
り
が
さ
ら
な
る
飛
躍
の
鍵
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